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平 成 14年 度  協 議 会 事 業 報 告

1「 青葉区ね ことの暮 らしガイ ドライ ン」の普及

啓発活動

(1)ガ イ ドライ ンを広 く区民 に周知す るため,福

祉保健セ ンターや 青葉 区獣 医師会 な ど他機関 と協

力 し広報活動 を行 いま した (周知用ポスター ,チ

ラシな どの作成や掲示)。

(2)青 葉区役所 1階 区民ホールでのパネル展

福祉保健セ ンター と協 力 し、ガイ ドライ ンと協

議会 の活動 を PRす るパネル展 を開催 し来庁者ヘ

の啓発 を行 いま した。 8月 19日 ～ 26日

2 適正飼育講習会等の開催事業

(1)講演会 「猫 との上手な遊び方 。遊ばれ方」開催

(2)福祉保健セ ンター主催 「猫 の飼 い方講習会」ヘ

の協力  8月 20日 、 23日

猫 の飼 育者ヘセ ンター主催 の講習会への参加 を

呼びか けるな ど,ガ イ ドライ ンに沿 った屋内飼育

の普及啓発 に協力 しました。

(3)青葉 区健康 まつ りにて、猫 の飼育相談 を実施 し

ました。 10月 10日 開催

3 キ ャ ッ トメイ トヘの啓発指導 ・支援活動事業

(1)キ ャ ッ トメイ トを募集承認 し,ガ イ ドライ ン

に沿 った の ら猫 の世 話 の方 法 につ いて情 報提 供

や ,啓 発指導 ,物 品支援 な どを行 いま した。

承認数 延べ  22 グループ

(2)キ ャ ッ トメイ トに対 して,の ら猫個体数制限

総会の議事か ら平成 14年 度 の活動状況 を紹介

します。

のための不妊去勢手術 の援助 を行 いま した。併せ

て,健 康管理 ,ワ クチ ン (初回分 )及 びマイ クロ

チ ップ施術の支援 を行 いました。

オス  14頭  メス 28頭  計 42頭

(3)キ ャッ トメイ ト意見交換会開催  2月 14日

(4)新 しい飼 い主 さが しの推進

11月 3日 、青葉 区民 まつ りにお いて、猫 の譲

渡会 と飼 育相談 をニ ュー タウ ン動物愛護会、神奈

川捨猫 防止会 の協 力で実施 しま した。 この他、関

連 団体 の実施す る 「里親会」等 の情報提供 を随時

行 いました。

4 「協議会」の普及活動事業等

(1)「協議会」発足 を周知す る広報活動 を行 うと同

時 に,会 員の勧誘活動 を実施 しました。

(2)募 金活動  区内動物病 院等へ募金箱 を設置

し募金活動 に協力を依頼 しました。

5 関係団体 との連携協力

青葉 区獣 医師会 、青葉 区保健活 動推進員会、神

奈川捨猫 防止会 、ニ ュー タウ ン動物愛護会等の団

体 と連携 を図 り、パネル展や譲渡会 を実施 しま し

た。

6 役員会開催状況

理事会  5月 8日 、 6月 12日 、 8月 8日 、 9月

27日 、 10月 25日 、 11月 14日 、 1月 23

日、 3月 17日 。 以上、青葉区役所会議室等 に

て計 8回 開催 。

1 青葉区ね ことの暮 らしガイ ドラインの要点

1共通事項→◆猫 に関 して正 しい知識 を持つ ◆繁殖

1制限 (不妊去勢)や 健康管理 を行 う

1飼い猫→◆屋内飼育の推奨

の ら猫→◇繁殖制限 し、その生活 を改善 し、さらに

新 しい飼 い主をさが し飼 い猫 とすることによ りその

数の減少を図る◆の ら猫 を世話する場合は地域住民

に迷惑 とな らないよ う責任 を持 って世話する◆エサ

と排泄 については必ず管理◆周辺住民の理解 を得 る

1飼 い主の商

猫の不妊 ・去勢手術はお済みですか

横浜市不妊去勢推進事業

平成 15年 度 も猫 。犬の不妊 ・去勢手術推進

事業が実施 され ます。 この事業は飼育 される見

込みのない子猫や子犬 を増や さないために、手

術費用 の一部を助成す るものです。

頭数 猫 と犬 をあわせて全市で 2,000頭

補助額  5,000円  締切  8月 1日

「

‐

7月 の広報横浜市版 に掲載。指定事項を記入 し

|◆屋内で飼 って くれる新たな飼 い主 をさがす

詳 しくは 青葉福祉保健セ ンター生活衛生課ヘ
は抽選。横浜市衛生局 と横浜市獣医師会の共催 |

電 話 045-978-2463～ 4

往復ハガキで衛生局へ応募。応募多数の場合Ｆ
匿



長 坂 秀 佳

ネコ__。

私の最初のネコの思い出は、5才のころか らはじま

る。生まれたばか りのかわいらしい子ネコだった。私

はその子ネコをとても可愛がって、寝るときまでも抱

いて寝たという。だが、私は寝相が悪かった。

翌朝母が来てみると、私はふ とんの上に座 り込ん

で、冷たくなった子ネコを立たせようとしていた。硬

直した子ネコはすく
゛
にコテンと倒れる。それをまた立

たせる。コテンと倒れる。また立たせる。またコテン

と倒れる。また立たせる。私はぽろぽろと泣きなが

ら、それをいつまでもいつまでも繰 り返していた……

と。これは中学生になってから母から聞いた話 (私自

身は覚えていなかった)。

__こ の ことがあったせいか、私はネコよ り犬党

で、ずっと犬ばかり飼ってきた。

だから犬の話ならいくらでもできるが、ネコの話はと

ても少ない。以下は私が

見聞した二例である。

私の実家はそのころ、

母がひとりで暮 らしていた。

ネコ好きの母のところには、いつも野良ネコが寄 りつ

いてきていた。ある正月、帰省すると、こたつの脇に

3匹のネコが座っている。まず、まっ黒なオス猫 (ど

ことなく気品があって高貴であった)と まっ白なメス

猫。そ して、三毛の子ネコ。だが、3匹は親子ではな

く、まったくの他人 (?)で あるという。こたつの上

には食べものが出ていた。白ネコがそれを取って食お

うとした。すると黒ネコが、いとも優雅に、その白ネ

コの横つ らを張ったのだ (つまリビンタを食 らわせ

た)。 私はおどろいてそれを眺めた。自ネコはそれで

もまた食べものへ手を伸ばした。黒ネコはまたその横

つらを張った。まさに 「叱りつけた」という感 じであ

った。そ して、自分はまるで貴公子のように、ピンと

背す じを伸ばしたまま微動だにしない。私は思わず

「ネコの中のネコだ」とうなった。このネコたちはや

がていつの間にや らいなくなったという。

このコーナーは協議会に協力をいただいている団体や会員等からの一言を掲載して

います。今回は、青葉区在住の脚本家長坂さんからご寄稿いただきました。

「ネコ党のあなたへ 」
つぎの話はすごいデス。わが家の知人の体験談。

ネコ好きの彼女は、すでに9匹 のネコを飼 ってい

た。ある日、玄関の前に腹 を空かせた野良ネコが来

た。もうそれ以上は飼えなかったので、家へは入れず

餌だけを与えることにした。その翌 日勤めか ら帰る

と、同じ玄関の前に瀕死の子ネコが倒れていた。

ひどい病気だった。彼女はあわてて病院へ連れて行っ

て手当をほどこし、そうなってはもう外へ出しておく

わけにもいかないので、家に入れて看病した。

するとその翌朝、同じ玄関の前に、1匹のネズミが

置いてあった。ふと見ると、3メー トルほど向こうの

道路に、先の野良ネコと、その夫らしきネコが、きち

んと並んでこちらを見ていた。知人はそのときまだそ

の意味を理解できなかったらしい。

つぎの朝、まったく同じことが起こった。ネズミが

置かれていて、2匹のネコがきちんと座ってこちらを

見ている。その次の朝も、また次の朝も ・・・・きっ

ちり7日間同じことが続いた。

ネコの恩返し……本当にあったのだ。

きっと昔からこういうことはあった

のだろう。それが、だんだん語 り

継がれていくうちに、民話などに

残るような、恩返 しにネコが米を

運んできた話や、小判を運んでき

た話などになったのだろう。私は

いたく感動して、ホンのちょっ

だけれど、 「ネコのファン」になった次第であります

(デモ、こんなところから、 『化猫』伝説も生まれて

きたのかな 。・。)。

長坂秀佳 (ながさか しゅうけい)

愛知県豊川市生まれ。シナリオライター、作家。

『浅草エノケンー座の嵐』で第35回江戸川乱歩賞受賞

小説 『黒い童謡 (うた)』 ・ 『化猫伝/桜・妖魔』 (角

川 ホ ラー文庫 )な どの他 、ゲー ム 『弟 切草』 、

『街』。映画 『小説吉田学校』 (主演森繁久弥)テ レ

ビ 『特捜最前線』。 ビデオ ・DVD『 竜馬がゆく』

(主演上川隆也)な ど多数の脚本を執筆。

角



協議会発足 よ り1年がす ぎ、

協議会が承認 したキ ャッ トメイ

トのグループ数 は約30にな りま

した。各 グルー プが世話をして

い る猫 の合 計 も150頭を超 えて

います。

協議会では、発足後、延べ79

頭のキ ャッ トメイ トが世話する

猫 に対 して避妊去勢手術の支援

を行 う事が出来 ました。キャットメイ

ト負 担額 はオス3000円 メス6ooo円

で、年術 を した猫 にはワクチ ン

接種、マイ クロチ ップ (個体識

別用)を 装着 をしています。

獣医師会の先生方 には、当会

への多大なる ご尽 力に感謝 して

お ります。

薔ri:[1

事■夏だ=り:キヤツトメイト特集
ャ ッ トメイ ト活動支 ャットメイ トとヤ

2月 にはキャッ トメイ ト意見

交換会 を開き、 5グ ループの方

々に参加 いただき貴重な意見 を

いただきま した。今後は、その

活動 を把握す ると同時に、意見

交換や各種相談支援の場を設け

ていきたいと考 えています。

ャットメイ トQ&A

Q 猫の手術費用を援助してもら

えますか ?

A 協議会の行う不妊去勢手術費

用等の援助は協議会が承認したキ

ャットメイ トのみを対象としてい

ます。また、 「飼い猫」は対象と

なりません。

のら猫の生活改善や新 しい飼主

探 しを継続的に行うボランティア

として当会が承認したグルフ
°
で、

その条件は次のとおりです。

①協議会会員であること

②青葉区において 「ガイ ドライ

ン」に沿ってのら猫の生活改善

を行うこと。

③ 自宅等付近住民の理解が得 ら

れ る場所で、原則 としてグルー

プで活動 していること。

1 募金 活動 にご協力を !

1平 成 14年 度募金額

1      194,999円

1 募金や寄付 につ いては、全額 の

|ら 猫 の手術 費用 の援助 に充てて い

|ま す。 この ほか、会費や 、ガイ ド

|ラ イ ン普及 に対す る区役所か らの

1補 助 を充 当 して いますが、資金 に

1不 足が生 じています。

1 今後 、街頭での募金 を予定 しま

|す ので活動 に協 力 して いただける

1方 を募集 します。特 にキ ャッ トメ

|イ トの方 は積極 的 に ご参加 くだ さ

|い 。

編 集 後 記

無事 、会報 3号 を発行 出来 ま し

た。編集委 員それぞれ、他 に仕事

が あ りた いへ んですが、今後 も年

2回 の発行 を続 けて いきた い と思

います。

賛助 会 員 (年会費 1万 円)

青葉区食品衛生協会 様、若松屋

商事 様、佛教平和会延命地蔵尊

様、森久保薬品lla様、大 日本製

薬蜘アニマルサイエンス部 様

平成 15年 3月 末現在


